
令
和
４
年
第
１
回
鶴
岡

市
総
合
教
育
会
議
が

日
21

開
か
れ
ま
し
た
。

会
議
で
は
、
令
和
７
年

度
（
２
０
２
５
）
か
ら
の

実
施
を
目
指
し
、
「
鶴
岡

型
小
中
一
貫
教
育
」
の
骨

子
が
初
め
て
提
案
さ
れ
ま

し
た
。

小
中
一
貫
教
育
と
は
、

こ
れ
ま
で
別
々
の
組
織
と

し
て
設
置
さ
れ
て
い
た
小

学
校
と
中
学
校
を
、
義
務

教
育
９
年
間
に
、
一
貫
性

を
確
保
し
た
取
り
組
み

で
、
教
育
活
動
を
行
う
も

の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
中
１
ギ
ャ
ッ
プ
」
不
登

校
が
大
幅
に
増
加

小
中
一
貫
教
育
の
導
入

理
由
に
大
き
く
あ
げ
ら
れ

て
い
る
の
が
、
「
中
一
ギ

ャ
ッ
プ
」
で
す
。

子
ど
も
達
が
小
学
校
か

ら
中
学
校
へ
進
学
す
る

際
、
新
し
い
環
境
に
不
適

応
を
起
こ
す
問
題
で
、
小

中
一
貫
教
育
が
効
果
的
な

対
応
が
出
来
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

会
議
で
は
、
本
市
の
「
中

１
ギ
ャ
ッ
プ
」
の
実
態
と

し
て
、
令
和
３
年
度
の
不

登
校
数
（

日
以
上
欠
席
）

30

が
、
小
学
６
年
生
で

人
14

に
対
し
、
中
学
１
年
生
で

人
（
う
ち
新
規

人
）

43

35

と
大
幅
に
増
加
し
て
い
る

と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
要
因
は
、
無
気
力

・
不
安
、
生
活
の
乱
れ
な

ど
自
分
に
係
る
状
況
が
52

％
、
進
路
に
係
る
不
安
13

％
、
友
だ
ち
関
係

％
、

12

学
業
不
振

％
と
の
こ
と

11

で
す
。

課
題
が
多
様
・
複
雑
化

し
学
校
単
位
で
は
難

ま
た
、
貧
困
や
虐
待
等

の
複
雑
な
家
庭
環
境
で
育

つ
子
ど
も
の
増
加
や
、
特

別
支
援
教
育
の
対
象
と
な

る
子
ど
も
の
増
加
、
い
じ

め
や
不
登
校
児
童
生
徒
の

増
加
、
外
国
語
教
育
の
充

実
や
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
な
ど
の
時
代
の
要
請

等
、
学
校
課
題
の
多
様
化

・
複
雑
化
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
学
校
単
位
で
の
努

力
だ
け
で
は
十
分
な
対
応

が
難
し
く
な
っ
て
い
る
と

の
こ
と
で
す
。

少
子
化
で
小
規
模
校
・

複
式
学
級
増
加

小
中
一
貫
教
育
が
検
討

さ
れ
る
最
大
の
要
因
は
、

少
子
化
問
題
で
す
。

令
和
４
年
現
在
の
児
童

生
徒
数
は
約
８
５
０
０
人

で
、

年
度
は
約
７
０
０

10

０
人
に
減
少
し
、
１
０
０

人
未
満
の
小
学
校
が
８
校

か
ら

校
へ
、
中
学
校
が

12

２
校
か
ら
３
校
へ
、
複
式

学
級
は
２
校
か
ら
５
校
に

な
る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま

す
。教

育
委
員
か
ら
は
、「
子

ど
も
達
の
視
点
や
環
境
に

対
応
す
る
こ
と
が
大
切
で

あ
る
」
「
９
年
間
、
同
じ

人
間
関
係
が
続
く
こ
と
へ

の
対
応
や
、
特
別
支
援
体

制
の
在
り
方
等
、
課
題
の

検
討
も
必
要
で
あ
る
」
な

ど
の
指
摘
が
あ
り
ま
し

た
。骨

子
案
で
は
、
令
和
５

年
に
基
本
計
画
を
策
定

し
、
６
年
度
に
一
貫
校
設

置
に
向
け
て
の
条
例
・
規

則
の
制
定
を
行
い
、
７
年

度
か
ら
実
施
す
る
と
し
て

い
ま
す
。

６
年
度
ま
で
は
現
行
の

学
校
運
営
協
議
会
を
継
続

し
、
５
年
度
か
ら
全
中
学

校
区
ご
と
に
学
校
運
営
協

議
会
へ
の
移
行
準
備
を
進

め
、
７
年
度
か
ら
新
し
い

学
校
運
営
協
議
会
を
ス
タ

ー
ト
す
る
と
し
て
い
ま

す
。鶴

岡
市
は
前
榎
本
市
政

下
で
、
「
複
式
学
級
の
解

消
」
を
目
的
に
、
平
成
26

年
度
か
ら
４
年
間
で
小
学

校
を

校
も
一
気
に
廃
校

14

し
ま
し
た
。

学
校
統
廃
合
で
、
地
域

や
子
ど
も
達
は
本
当
に
良

か
っ
た
の
か
、
学
校
が
な

く
な
り
、
雇
用
と
経
済
、

（
２
面
に
つ
づ
く
）
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（
１
面
の
つ
づ
き
）

地
域
の
活
力
が
ど
れ
だ
け

失
わ
れ
た
の
か
、
コ
ロ
ナ

禍
で
む
し
ろ
小
規
模
校
の

良
さ
が
見
直
さ
れ
の
で
は

な
い
か
、
長
期
的
な
視
点

で
考
え
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

学
校
統
廃
合
が
少
子
化

と
人
口
減
少
を
加
速
さ

せ
、
平
成
大
合

併
と
同
様
に
、

取
り
返
し
の
つ

か
な
い
過
ち
と

な
る
心
配
が
十

分

に

あ

り

ま

す
。

給
食
セ
整
備

基
本
構
想
骨

子
案
も
提
示

会
議
で
は
、

新
し
い
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
整
備
の
基
本

構
想
の
骨
子
案
に
つ
い
て

も
提
示
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
の
給
食
セ
ン
タ
ー

は
、
築

年
と
老
朽
化
が

35

著
し
く
、
他
の
給
食
セ
ン

タ
ー
も
、
櫛
引

年
、
朝

27

日

年
、
温
海

年
、
藤

21

21

島

年
が
経
過
し
て
い
ま

20
す
。鶴

岡
セ
ン
タ
ー
の
整
備

に
あ
た
っ
て
は
、
人
口
減

少
を
考
慮
し
た
適
正
規
模

と
、
各
セ
ン
タ
ー
の
効
率

化
の
検
討
が
必
要
と
の
こ

と
で
す
。

５
年
度
に
基
本
計
画
を

策
定
し
、
６
年
度
か
ら
Ｐ

Ｆ
Ｉ
等
官
民
連
携
の
手
法

の
導
入
に
つ
い
て
調
査
を

行
い
、
開
設
に
向
け
て
始

動
し
ま
す
。

教
育
委
員
か
ら
は
、「
老

朽
化
は
著
し
く
、
児
童
生

徒
に
安
心
安
全
の
給
食
を

届
け
る
た
め
に
は
、
今
の

予
定
よ
り
開
設
の
時
期
を

早
め
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
」
な
ど
の
指
摘

が
あ
り
ま
し
た
。

に
は
、
移
譲
者
と
継
承
者

と
が
お
互
い
に
強
い
信
頼

関
係
を
つ
く
り
、
地
域
住

民
と
の
良
好
な
関
係
を
築

く
こ
と
が
重
要
と
な
る
。

失
敗
の
要
因
で
は
、
継

承
す
る
資
産
の
金
額
や
評

価
の
考
え
方
が
合
わ
な
い

こ
と
、
合
意
書
が
交
わ
さ

れ
ず
不
安
を
抱
く
こ
と
、

仕
事
ぶ
り
に
対
し
て
頻
繁

に
口
出
し
す
る
こ
と
な
ど

が
あ
げ
ら
れ
る
。

問

本
市
の
農
業
経
営
者

育
成
学
校
シ
ー
ズ
の
研
修

に
、
第
三
者
継
承
の
課
題

を
結
び
つ
け
る
考
え
は
な

い
か
。

農
林
水
産
部
長

第
三
者

継
承
を
考
え
て
い
る
農
家

か
ら
、
情
報
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。

移
譲
希
望
者
の
情
報
を

リ
ス
ト
化
し
、
実
習
の
受

け
入
れ
先
の
一
つ
と
し
て

マ
ッ
チ
ン
グ
を
検
討
し
て

い
く
。

問

第
三
者
継
承
に
対

し
、
ど
う
支
援
す
る
か
。

問

農
村
の
高
齢
化
と
後

継
者
不
足
が
進
む
中
で
、

血
縁
の
な
い
人
へ
の
農
業

経
営
の
継
承
、
い
わ
ゆ
る

「
第
三
者
継
承
」
が
注
目

さ
れ
て
い
る
。

第
三
者
継
承
の
メ
リ
ッ

ト
は
、
譲
る
人
（
移
譲
者
）

は
、
こ
れ
ま
で
築
い
て
き

た
事
業
と
信
用
が
続
い
て

い
く
。

譲
り
受
け
る
人
（
継
承

者
）
は
、
一
定
規
模
か
ら

経
営
を
開
始
で
き
、
地
域

に
合
っ
た
技
術
を
学
び
、

こ
れ
ま
で
の
販
路
を
利
用

で
き
る
。

全
国
的
に
は
伸
び
悩
ん

で
い
る
が
、
第
三
者
継
承

の
成
功
と
失
敗
の
要
因
に

つ
い
て
ど
う
か
。

農
林
水
産
部
長

第
三
者

継
承
を
成
功
さ
せ
る
た
め

鶴
岡
市
議
会
菅
原
一
浩

議
長
が
、
参
院
選
山
形
選

挙
区
の
自
民
候
補
者
の
集

会
で
６
月

日
、
「
地
域

24

活
性
化
の
た
め
の
課
題
が

ま
だ
ま
だ
多
い
こ
の
地
域

に
お
い
て
、
役
に
立
た
な

い
野
党
の
議
員
を
当
選
を

さ
せ
る
わ
け
に
は
い
き
ま

せ
ん
」
と
発
言
し
た
こ
と

か
ら

日
、
共
産
党
市
議

30

団
と
遠
藤
初
子
、
草
島
進

一
、
田
中
宏
、
南
波
純
議

員
の
８
人
で
、
発
言
の
撤

回
を
求
め
る
抗
議
文
を
菅

原
議
長
に
送
り
ま
し
た
。

鶴
岡
市
議
会
６
月
定
例
会
一
般
質
問
で
６
月
９
日
、

日
本
共
産
党
の
加
藤
鉱
一
議
員
が
、
農
業
の
第
三
者
継

承
に
つ
い
て
、
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

農
林
水
産
部
長

継
承
者

に
と
っ
て
、
過
度
な
負
担

を
か
け
な
い
配
慮
も
大
切

だ
。県

の
農
業
技
術
普
及
課

と
農
業
委
員
会
、
Ｊ
Ａ
に

よ
る
新
規
就
農
者
研
修
受

入
協
議
会
と
、
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｄ

Ｓ
が
連
携
し
て
、
就
農
後

の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い

る
。勉

強
会
を
開
催
し
、
関

係
機
関
・
団
体
と
連
携
し

て
支
援
体
制
の
充
実
・
強

化
を
図
る
。

農
業
の
第
三
者
継
承
ど
う
支
援
す
る

建築課入札結果（ ）内は予定価格
6月30日入札分

・稲生消防ポンプ庫新築工事（稲生一丁目15-17、22-44 小岩川巌25-3ほか）（入
札3業者）
日栄産業(有) 8,750,000円(8,920,000円)工期～10/7（落札率98.09％）
・櫛引スポーツセンター非常放送設備更新工事（三千刈字清和158-1）（入札8業者）
荘内防災工業(株)鶴岡営業所 3,520,000円（3,650,000円）工期～9/30（落札率96.44％）
・上郷コミュニティセンター改修機械設備工事（みずほ49-1）（入札9業者うち1
業者欠席）
森建設工業(株) 9,100,000円（9,300,000円）工期～11/11（落札率97.85％）
・上郷コミュニティセンター改修電気設備工事（みずほ49-1）（入札16業者うち1
業者辞退）
エヌエス電工(株) 11,440,000円（11,940,000円）工期～11/11（落札率95.81％）
・上郷コミュニティセンター改修工事（みずほ49-1）（入札14業者うち9業者辞退）
笠原建設工業(株) 31,800,000円（32,290,000円）工期～11/11（落札率98.48％）

農山漁村振興課入札結果（ ）内は予定価格
6月30日入札分

・油戸漁港浚渫工事（油戸地内）（入札3業者）
(株)山本組 17,500,000円（17,680,000円）工期～11/30（落札率98.98％）

土木課入札結果（ ）内は予定価格
6月30日入札分

・市道神楽橋十三軒町線道路改良工事（本町二丁目地内）（入札2業者）
小野寺建設(株) 15,500,000円（15,610,000円）工期～12/9（落札率99.30％）
・市道南町荒町大宝寺町線ほか道路改良工事（本町二丁目地内）（入札7業者うち
1業者辞退）
笠原建設工業(株) 62,000,000円（67,950,000円）工期～5/3/24（落札率91.24％）
・岡山最終処分場キャッピング工事（岡山地内）（入札4業者うち1業者辞退）
(株)佐藤工務 135,000,000円（136,290,000円）工期～5/3/17（落札率99.05％）


